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（会議の経過）

第１回 鳥海地域協議会

平成１９年５月２２日（火） 午後６時 開会

（開会）

（資料確認・説明）

村上振興課長 「ただ今より、平成１９年度第１回鳥海地域協議会を開会いたします。はじめ

に、松田鳥海地域協議会長よりご挨拶申しあげます。」

会長 「平成１９年度の第一回目の会議という事でありますが、やはり田植えの最盛

期でありますので、出席の状況が悪いなと感じます。今、いろんな問題がある

訳ですので、みなさんからご参加いただいて、この後会議の次第に従って進め

てまいりたいと思いますので、よろしくお願いします。特に１８年度の最後は、

バスの関係もありまして金山町の市営バスの視察に行ったり、また今年度は９

月末に向けてのバスの代替についても検討しながら、更にはケーブルテレビの

問題等々いろんな問題がある中で、ここで話し合ってもらった事を市のほうに

あげていただきたい訳であります。今回は人事異動により総合支所長が、今ま

で矢島の総合支所長でありました植村さん、そして本庁から佐々木理事さんに

もお越しいただいておりますので、たくさんのご意見を出していただきながら

有意義な会にしていきたいと思います。よろしくお願いします。本日はご出席

誠にありがとうございました。」

村上振興課長 「佐々木理事よりご挨拶申し上げます。」

佐々木理事 「ご紹介いただきました佐々木永吉でございます。お初にお目にかかります。

どうぞよろしくお願いいたします。鳥海地域のみなさまの協議会につきまして、

ここ１ヶ月間、１７年度１８年度分の議事録を２回か３回くらい読み返させて

いただきました。とりわけ１８年度の地域協議会の意見書につきましては、鳥

海総合ミュージアム構想という大変重い課題があるという認識をした次第であ

ります。これから各地域の地域協議会に出席する事になります。どうぞ宜しく

お願いいたします。私、３月末まで総務部長というような事で、主に人事と財

政を担当してまいりました。それから生まれも育ちも本荘でございまして、な

かなか他の地域につきましては疎いところもございますけれども、どうかよろ

しくお引き回しくださいますようにお願いを申し上げましてご挨拶にさせてい

ただきます。どうぞよろしくお願いします。」

村上振興課長 「続いて、植村鳥海総合支所長より、着任のご挨拶を申し上げます。」

植村総合支所長 「みなさん、おばんでございます。本日は本当にお忙しいところ、またお疲れ

のところご出席いただきまして誠にありがとうございました。ただいま会長の

ほうからもご紹介ありましたけれども、私、この４月の人事異動で矢島総合支

所から鳥海総合支所に異動になりました植村です。赴任して２ヶ月ほど経ちま

すが、地域のみなさんのお世話をいただきながら過ごさせていただいている事

に対し、心から感謝申し上げます。鳥海も矢島も同じ生駒藩でございますし、

隣町だという事で少しは知識を持ってきたつもりですが、秋田県一広いと言わ

れる由利本荘市の中でも４分の１強の面積を有する鳥海地域であります。何か

と不案内なところもあります。それでも、この鳥海には豊かな自然はもちろん

ですけれども、郷土文化、温泉を主体とする観光資源、農業、さまざまな他に



誇れるものがあると感じております。みなさんのご協力をいただきながら、少

しでも輝きのあるものにしていきたいという気持ちでおります。今後よろしく

お願い申し上げまして、簡単ですが新任の挨拶とさせていただきます。本日は

ありがとうございました。」

村上振興課長 「続いて会議に入らせていただきますが、会議の議長は条例第９条第４項の規

定により会長が努めます。」

議長 「本日の地域協議会は、会議次第にもありますように、平成１９年度の市の主

要プロジェクトについて、のほか数件の協議題を提示しております。

それでは、１つめの由利本荘市主要プロジェクトに鳥海総合支所管内の今年

の重点事業等を含め、二つめの平成１９年度由利本荘市予算概要（鳥海地域関

係）をあわせて、各課長より所管の事業の概要をお話願います。」

（各課長） ①由利本荘市主要プロジェクト（鳥海総合支所管内重点事業等）

②平成１９年度由利本荘市予算概要（鳥海地域関係） について説明

（振興課長、市民課長、福祉保健部政策監兼支所福祉保健課長、産業課長、建

設課長、教育事務所長、生涯学習課長、鳥寿苑施設長、水道事務所長）

議長 「ただいま協議事項①・②の概要について各課長よりご説明がありました。今

回の資料は１９年度の由利本荘市の主要プロジェクトという事で、今年度の事

業の名称等、予算につきましては昨年度末の会議の時に資料をいただいており

ますので、それとの関連であります。更に１９年度の鳥海総合支所管内の予算

の概要という事で、委員のみなさまから今までの説明につきまして質問、また

はこうしたらというご意見を含めて出していただけたらと思います。よろしく

お願いします。情報としてですが、３月２７日の立石峠の件について、どうい

う方向で進めていて、いつごろからどんな事をやるのでしょうか。」

佐藤建設課長 「今年の３月暮れの由利振興局から立石峠の件で連絡がありました。鳥海町時

代から進めておりました県道十文字・羽後鳥海線の改良につきまして、大方の

線形が出来上がったという説明がございまして、今年の県の今後の整備計画の

中に取り入れたいという事でございまして、計画では、概算で１８億円かかる

というような説明でありました。期間にしては、着工してからおよそ１０ヶ年

かかるという事でしたので、但し今年度の県内部での費用対効果の関係でどう

なるか、その段階で計画に乗れれば、少なくても２０年度か２１年度着工とい

う形が考えられますけれども、今年度その費用対効果の関係の説明の中でどう

なるかという事であります。今朝の県の予算等を新聞報道等で見ますと、公共

工事ベースのものが半分という事もございますので、詳しい情報は入っており

ませんけれども、３月末の段階では今年度の県の内部のテーブルに乗せるとい

うところまでは出すけれども、それ以上の事は言われておりません。それから

瀬中石付近の件につきましては、前々から要望してもらいましたけれども、前

杉道路の関係で遅れておりますけれども、若干の予算が付いたという情報も入

ってきましたので、今年はあの辺も開けるのかなという期待はしております。

具体的に何メートルという情報は入っておりませんので、入り次第に、機会が

ありましたらみなさんに報告したいと思います。以上です。」

議長 「立石峠の件につきましては、理事さん、県のほうによろしくお願いします。」



A委員 「今日、魁新聞で限界集落というような、６５歳以上の老人世帯が過半数を占

める集落が大変増えていると。由利本荘市の場合は１０箇所です。あとは準限

界集落、５５歳以上。こういった事について、この地域では調査をされて、数

値を把握しているものでしょうか。」

議長 「今日の新聞の情報によりますと、由利本荘市に限界集落は１０箇所あると。

いわゆる限界集落というのは、６５歳以上の人がその集落で５０％を超えると

限界集落という。準限界集落というのは、５５歳以上の人が５０％を超えれば、

やがて限界集落になる。この事については、魁で調査したものですが。」

A委員 「各集落で数えてみれば、大体分かる。」

議長 「今日もし出来ないとすれば、鳥海の限界集落の対象、合わせた場合どうなる

のかなというのを検討してもらえれば」

植村総合支所長 「この次まで調べておきます。」

議長 「では、あとの機会に。この質問については、非常に関心がある事ですので。

そのほかどなたか。」

A委員 「農政の関係なんですけれども、鳥海は中山間地、広大な土地。これがまぁ、

いわゆる鳥海の農地、農業は環境の維持管理機能に非常に役立っているという

状況にある訳で、中山間地交付金事業は非常にありがたい訳でこれからも継続

していってもらいたいなと思います。ただ、農地と言いましても、鳥海の場合

水田、その他畑地でありますとか牧草地に対する捉え方が無い。それに対する

考えをお願いしたいと思います。それからもう一つ、集落営農。集落営農の取

り組みの中での一つの中山間地、お互いに連携を取りながら活動しなければな

らない訳ですけれども、更に進めて里山の管理、林地の管理。林地は先ほど言

いました牧草地、原野、こういったものの管理を機能の中に含めていかなけれ

ばならない。地域全体の管理、地域の環境保全に非常に大きな力になると思い

ます。公有林については間伐でありますとか、個人であっても業者対応の地域

対策がかなりある訳です。個人が持っている林地を昔のように個人が管理する

というのは、非常に今おろそかになってきている。高齢化も関係してきている

と思うが、これを集落営農、そういったものの機能の中に一つ持たせてもらい

たい。例えば冬期間の労働力が空いている、まぁ除雪等で働いている方もいる

訳ですけれども、そういった時期に集落の林地、原野を管理するという機能も

持たせていただければなぁと思います。今、油が高騰しておりますので、薪を

切って供給してもいい訳です。そういう活動をして、それなりの予算を確保し

ていただけるようになれば、こういう集落の農地、またそれを取り巻く林地、

そういったものの環境維持に非常に役に立つんじゃないかなと感じる訳です。

今日は佐々木さんが見えておりますので、そういう事についても検討していた

だきたいと思います。」

議長 「それは要望という事で。この事については、集落営農を拡大解釈してできな

いかという事ですね？」

佐藤産業課長 「ただいまのＡさんのご質問ですけれども、今、中山間関係、集落営農と言っ

た手厚い政策が施されているのは十分ご理解いただいている事と思います。そ



れを牧草地への拡大という非常に次元の高い話でありますけれども、今も里山、

林地一体的な利用というような事で県では農業公社を通じて事業が降りてこよ

うという段階になっております。そういう事で草地林地一体利用も考えていか

なければならないと思っております。また、公有林民有林の管理という事であ

りますけれども、やはり木材価格が長期的に低迷したという事で非常に林業生

産意欲が減退したという事も事実であります。そういった事で非常に山が荒れ

たというような事からも秋田県知事さんも間伐を主とした森林の育成という事

で大分林務関係ははしょった予算というように聞いております。事業の補助体

系というのは、どういうふうに降りてくるのか分かりませんけれども、近々そ

ういった事が出てくるというふうに感じております。それから集落営農であろ

うと、中山間地域、農家のみなさんはごちゃまぜで非常に戸惑っているという

のも事実でございます。しかし、行き着く先は集落のビジョン、将来的なビジ

ョンというものをどういうふうに描くかというものに尽きると思います。今、

とりあえずこの価格政策から所得政策へ国のほうでキチッとしたいという事で、

農家のみなさん非常に戸惑いの中でこの事業に取り組んでいる訳でありますが

一段落した段階で、水田だけでなくて、いわゆる山、川、そういったものをリ

ンクさせた地域のビジョン、集落のビジョンという策定任務に向かっていかな

ければならないというふうに思います。それは我々ももちろん頑張りますけれ

ども、やはり自分達の責任において取り組んでいくのが地域の森林農業、ある

いは全体的な地域の発展につながるんじゃないかなと思います。私たちも誤り

の無い指導というものをこれから進めていかなければと考えておりますので、

みなさまからもいろんな機会を通しましてご指導いただければなというふうに

思います。以上です。」

佐藤区長 「林業関係で森林組合なんか通して中山間地の直接支払いみたいな感じで、維

持活動に若干のあれ出てるんじゃないか？」

佐藤産業課長 「今、１町歩１万円。いわゆる私有林の作業部の手入れ。そういったものの事

業、今森林組合のほうで取り組んでおります。１町歩１万円です、いわゆる森

林交付金という。」

議長 「それは森林組合の組合員でなければ対象にならないとか？」

B委員 「１町歩５，０００円じゃないか？今までが１万円で。」

議長 「１９年度について、ほかに何かありましたら。いろいろ説明資料ありますの

で、もし無ければ進めさせていただきます。３番の地域課題についての情報交

換という事でお願いします。」

村上振興課長 「それでは３番の情報交換ですが、振興課関係事項を少しお話させていただき

たいと思います。一つめは資料もお渡ししておりますけれども、由利本荘市ケ

ーブルテレビ施設整備事業の概要。１９年度西目・由利・鳥海地域がケーブル

テレビの設備の整備に入るという事であります。来年は矢島地域と本荘地域。

今まで１８年度は岩城とか東由利とか、２１年までかかる訳ですけれども鳥海

地域におきましては今年この事業に取りかかるという事になっております。詳

しい事につきましては、各集落や団体が説明に来て欲しいという事であれば資

料を持って説明に行きたいと思っておりますが、工事そのものの状況が伴うも

のにつきましては市全体の企画調整部の情報政策課のスケジュールの進行状況

と合わせながらそちらのほうで決まった段階でまた説明会を行えるなと考えて

おります。細かく資料に載っておりますので、帰ってからゆっくりご覧いただ



きたいと思います。もう一つ、路線バスの関係でございますけれども、今まで

いろいろとご説明申し上げてきましたし、また市の公共交通会議というのも立

ち上がりまして、羽後交通からの申出を受理というか、承認せざるを得ないだ

ろうという事でございました。その代替の交通確保についてどうするかという

事でありますが、猿倉線、中直根線、それから延長分の皿川線については９月

３０日をもって羽後交通は撤退するという事であります。この事につきまして、

１０月１日から来年の３月３１日まで、どのくらいの利用があるのか、実態調

査のための試験運行のための準備をしております。６月の補正予算に乗せてい

ただきたいという事で色々と要望しておりますが、詳しい事を申し上げる段階

ではございません。市のほうについても、代替交通確保についての準備につい

ては一生懸命やってもらっておりますけれども、ここで細かい部分をこうする

というような状況にはございませんのでご理解をお願いしたいと思います。上

野宅から由利組合総合病院まで行く線を軸にして、笹子のほうでは道の駅を停

留所に、そこを発着点にして既存の羽後交通の路線につないでいくという事で

ございます。猿倉線・中直根線につきましては、総合支所の門のところ、今は

駐車場になっておりますけれども、そこでバスの回転をして本荘に行く笹子か

ら来るバスと接続して山ろく線、直通バスにつないでいくような考えでござい

ます。まだ詳しくなっていないという事で、これ以上詳しい事は言えませんが、

６月の補正にむけて頑張っているとだけ申し上げておきたいと思います。」

議長 「今、振興課長のほうから２点ほど、ケーブルテレビの件と、特にこのバス路

線廃止に伴う代替運行というのは重要な課題な訳ですけれども、これは６月補

正に期待するしかないという事であります。まぁ、ゼロという事はあり得ない

ので、必ず何かある訳ですが、どの程度あるかという事がこの後の問題になる

訳で。このことについて、みなさん特に聞きたい事ありましたら。」

A委員 「今、私の立場は農協の代表としてお願いしたいのですが、今、鳥海では一千

を超えて農家があります。それで今、農協は笹子・鐙ヶ平に総合支所と支店が

ありますが、そこに一千を超える農家の方が訪れるという状況であります。伏

見に総合支所があった時は、そこに停留所がございましたし非常にみなさんに

便利に利用していただいた訳ですけれども、総合支所が上に上がりまして、そ

れから公共交通機関から足が遠のいてしまった訳で、組合員の方にご不便をか

けている状況であります。笹子のほうは道の駅という事で全く問題はございま

せんけれども、こちらの鐙ヶ平のほうに何とか立ち寄る工夫を出来ればしてい

ただきたい。これは羽後交通にもお願いしたんですが、あそこの駐車場の中に

入ってグルッと一回りして出て行っていただいてもいい訳ですから、なんとか

お願い出来ないかと言ったら、羽後交通のほうでは出来ないと断られた経緯も

ございます。鳥海の周回バスという事になりましたから、ご検討をお願いしま

す。」

議長 「農協に行くみなさんも同じ市民な訳ですから、大事な事です。」

大友副会長 「今のバスの件について、以前アンケートをとったというお話を聞いたんです

けれど、その結果についてはどういうものだったのでしょうか？住民からどう

いう要望が出ているものか」

村上振興課長 「副会長が前回欠席された時にご報告させていただいたのですが」

大友副会長 「前回説明したんですか？」



振興課 「ただいま振興課長がお話したように、前回全てご説明して、欠席された方に

佐藤主席参事 は会議録とともに送っておりますが、未だにご覧いただいていない状況だとち

ょっと残念に思いますけれども、かいつまんでお話しますと、１月１２日から

１月いっぱいにかけて直根地区と川内地区の一部、それが中直根線・猿倉線に

関してのアンケート、それから皿川・赤倉・模渕・針水・福島、その方面につ

きましては皿川線に関してのアンケートを行っております。そして３月の８日

９日には廃止対象地域の町内会長さん方にお集まりいただいて廃止対策懇談会

というようなものを開催しております。その中で寄せられました、例えば１日

に何回乗りたいですかという事で朝・昼・晩という要望をいただいております。

それから、１回あたりの料金はどのくらいにしましょうかという事に対しまし

ては、１００円か２００円の定額料金という事を希望したい。或いはどこに行

きたいですかという質問ですが、高齢者の方々につきましてはやはり診療所と

か、そういった通院に使いたいというような声が圧倒的でした。ただ、若年の

世帯の方でしょうか、今は乗れないですが、車の運転が出来なくなったら乗り

たいので、当面無くさないでほしいというようなちょっと甘えに近いようなご

意見もいただいております。それらを踏まえまして、先ほどから課長がお話し

ておりますように６月補正に向けて、そういったご意見を参酌しながらお願い

活動をしている状況でありますので、今しばらく様子を見守っていただきたい

と思います。よろしくお願いします。以上です。」

議長 「６月補正と言うと、第２回の協議会では説明できるか」

振興課 「議会が終わり次第、この協議会を開催したいので、６月下旬の開催を事務局

佐藤主席参事 では考えておりますので、その辺でご報告出来るかなと思います。」

議長 「地域にとっては非常に大事な問題であります。しかし、前回もお話があった

ように、代替バスと言っても乗らなければ当然廃止になるという事で、乗る方

がいれば運行可能だという釘を刺されてますので、やはり乗るという事も大事

な維持のための手段だと思います。代替運行になった後も、どういう形になり

ますか、いずれにしても乗車運動というのも大事な訳です。矢島の由利高原鉄

道も乗車運動をいろんな形で計画を出していました。明日はその会議がある訳

ですけれども。いずれにしましても、利用促進をお願いいたします。地域課題

についてはこれだけになりますか？それでは④の鳥海総合支所各課連絡事項に

ついて、先ほど１９年度については色々ご説明いただきましたけれども、当面

の連絡事項ありましたら。あとは、みなさんから聞きたい事があれば、せっか

くの機会ですから」

佐藤鳥寿苑施 「鳥寿苑からですが、今年１月に発生したノロウィルスについては、大変ご心

設長 配をおかけして申し訳ありませんでした。ところで、罹患した利用者には由利

本荘市で総合賠償金という、それを運用いたしまして見舞金が出るという事に

なりました。治療にかかった方が一律３万円、治療費も全額、まもなく支払う

ところまで進んでおります。」

議長 「関係者は何人くらいおります？」

佐藤鳥寿苑施 「職員と合わせて四十数名。かかった職員については、公務災害の適用をいた

設長 だくという事になりました。それからもう一つ、イトウ金属の社長さんから鳥

寿苑にお母さんが１００歳を超えて亡くなりましたが、長年お世話になったと

いう事で１００万円程度のもので何か寄贈したいというお話が区長のほうにあ

りました。それを受けまして何がいいかと検討したところ、テレビにしたいと



申しましたところ、快く引き受けてくださいました。納品は今週中か来週にな

ると思います。いつも伊藤社長には心遣いいただいて本当に感謝しております。

以上です。」

議長 「ほかになければ、建設課長さん。鳥海ダムの事だけれども、今土地改良関係

で陳情してくれ、陳情してくれとくるのですが、町内会でも陳情しましたが、

この地域協議会でも出来るのか出来ないのか、その辺のところ…」

佐藤建設課長 「署名運動については、本庁の企画調整部の担当でやっております。由利本荘

市の各世帯に署名をお願いしたいという事でやっております。この支所内部で

も各課で署名して、二重になると思いますけれども署名を行っております。地

域協議会のほうへはどういうふうか私のほうでは存じておりませんけれども、

もしもそういった要請がございましたらぜひみなさんで要望活動にご賛同くだ

さいますようにお願い申し上げます。」

振興課 「その署名活動の取りまとめをしておりますのが、私ども振興課でございまし

佐藤主席参事 て、本日もあちこちから町内会長さんが届けてくださっております。締切りが

一応明日という事もなっておりまして、まだ数は取りまとめておりませんが結

構集まっております。２４日に行政協力員会議がございますけれども、その際

にもお持ちいただければ受け付けますので、まだ提出されていない町内会等ご

ざいましたらぜひ教えていただいて２４日にお持ちくださいますようお願い申

し上げます。なお、これの処理につきましては先頃企画調整課のほうからメー

ルがございまして、縮小で署名簿を作りまして、それで東京や仙台・秋田の関

係機関に陳情するという事ですので、大変だろうなという事で我々も感じてお

りますけれども、中身が少ないとこれもまた効果が無いことですので、一人で

二重にも三重にも署名を頂いて数を増やして協力したいと考えておりますので、

よろしくお願いします。ただいま用紙を持ってまいりますので、ご賛同いただ

ける方はこの場で署名していただきたいと思います。」

議長 「そのほか何か」

三浦福祉保健部政 「全国的な事ですけれども、私たちが地域の連携をとるためにお願いしている

策監兼福祉保健課 民生児童委員の関係でありますけれども、今年の１１月３０日をもって全国一

長 斉改選の時期にあたっております。任期は３年で厚生労働大臣から委嘱を受け

ている訳ですけれども、由利本荘地域には２９４人の方々がいらっしゃいます。

いろいろ地域によっては多い少ない、そういう部分も感じられるところもある

と思いますけれども、我々はなかなかこう広範な場所での活動でありまして、

その世帯割を行いますと大変厳しい人数にしかならないという事で私達もなん

とか民生委員の定数を削減しないように出来ないかなという事で今、お願いも

しておりますけれども、地域の民生委員の方々が地域を一番よく知っておりま

すし、先ほどお話しされました弱者の方々に対するいろいろな支援、または連

携をとるための仲介役になっておりますので、みなさんに対しましても民生児

童委員を知っていただきたいなと思いますし、特に今年の５月の１２から１８

まで民生児童委員の強化月間という事になっておりますので、地域においても

分からないという方がいらっしゃるようなので、そういう事がないように進め

ていきたいと思います。みなさんからも特段の民生委員に対するご理解のほど

をお願いしたいなという事でお知らせしておきたいなと思います。」

議長 「人口比で行くと鳥海も大分少なくなると思いますが、何人くらい？」



三浦福祉保健部政 「世帯割で計算しますと半分くらいになる訳ですが、ただ地域の実情、地域が

策監兼福祉保健課 広範にわたる場合はその限りでないという事で現在３０名おります。児童委員

長 も含めて３０名なので、なんとかその３０名を減らさないようにしていきたい

なという事でお願いはしております。」

議長 「活用の仕方というのは？」

三浦福祉保健部政 「例えば弱者がいて困ってるなというお話を聞いた場合、民生児童委員の方は

策監兼福祉保健課 今日お集まりの方々は知ってると思いますが、なかなか地域において知らない

長 という方もおられるようです。それで、あの人に連絡してみたらという事をお

伝え願えればなという事をお願いしたいと思います。」

議長 「地域の人も知らないというのは、合併したら誰が何やってるかさっぱり分か

らないという声が聞かれる訳ですが。地域広報が無くなった訳で、誰が何やっ

てるか分からないというのは事実ありますよ。」

三浦福祉保健部政 「民生児童委員からも独自の広報、写真入りのものは流しましたけれども、見

策監兼福祉保健課 ても顔と一致してない場合もあるようです。高齢者の方々は分からない場合が

長 あるようですので、それは地域の民生委員が活動を展開しなければならない訳

なんですが、それについて民生委員の活動というものを強化するためには何ら

かのそういった声を伝えていただければありがたいなと思っている次第であり

ます。」

議長 「みなさん、それぞれの地域でリーダー的な立場である事から、今申し上げま

した事を地域の民生委員と共々話し合う機会をお願いします。ほかに無いでし

ょうか」

C委員 「今年バイアスロン競技があって、それを記念してふるさと鳥海の会が記念碑

をという事でしたが、寄付金で建立したいという事でその辺の寄附の額のおお

よそ」

議長 「鳥海で初めて国体をやったという事でふるさと鳥海の会では２０周年記念事

業としてモニュメントを作りたいという事がありまして、去年の会議でも話題

にしましたが、それは呼びかけがあればそれなりに賛同しましょうと話合いを

している訳ですな。その後どうなったかという事について」

村上振興課長 「ただいまのご質問の件ですが、ふるさと鳥海の会でぜひ記念事業でやりたい

という事で募金の趣意書等を全部こちらで準備しまして、もちろん首都圏の役

員の方々の相談の結果に基づきましてですが、趣意書を配布して進めてきたと

ころであります。しかし募金の申込み状況が思わしくなく、目標額にほど遠い

という事が一旦ありました。それでふるさと鳥海の会の菊地会長さんのほうか

ら今の実態はどうなのかという事に対するこちらからの説明をしましたところ、

それではちょっと容易でないなと。趣意書にもあるとおり、ある程度の金額が

見込めない場合は中止もあり得るという事もあるのでやめたいなというニュア

ンスの文書が来ました。その後若干の期間をおきまして、ふるさと鳥海の会の

役員のみなさんがその事についてご相談したようでございます。その間本部事

務局の我々も状況をつぶさに報告している訳ですが、一旦やろうといったもの

をやめる訳にはいかないという事で、例え規模を縮小してもやりたいというの



が最終的な結論のようでございまして、当初諸経費を含めまして３００万程度

かかるという事を言っておった訳ですけれども２００万円以内くらいでおさめ

て若干小さくしても造りたいという事で現在も頑張っておりますが、その後の

募金申込み状況、もしくは振り込んでいただいたものの状況はまだ１００万円

に満たないくらいの大変容易でない状況であります。この地域協議会の中でも

少しくらいなら応援してもいいよという話もございましたので、近々その気持

ちがありましたら申し出ていただければこちらで頑張ってまいりたいなと。頑

張らなければいけないところに来ております。あちらの役員のみなさんも非常

に心配しておりますし、ここでまた頓挫したらどこにも顔向け出来ないなと非

常に苦しい状況に陥っています。これが現在の状況であります。首都圏の役員

のみなさんはやるという事だけは固い意志のようですが、実際にまとまってき

た額というのは申込みを締め切る時期に来て、規模を縮小してもそこまで達し

ていないという状況であります。以上です。」

C委員 「分かりました。それで記念碑を建立したいというのは、鳥海の会からいち早

く協議会へご相談があったような気がいたしまして、協議会の我々も、私もま

だ振り込んでおりませんが、黙ってはいられないんじゃないかなと思います。」

議長 「主体はふるさと鳥海の会だから、そちらで大方の寄附がまとまれば、地域協

議会としてはなんぼ出してくれと言われても大変だから、気持ちを出してやり

たいという事をこの前話合いはしてます。この後もどうなるか、時間が必要で

すね。」

村上振興課長 「来月の１０日、また東京で役員会がありますので、その際には現実をはっき

り申し上げてくるしかないなと思っております。」

議長 「⑤にその他というのがありますが」

佐藤産業課長 「産業課からですが、６月３日日曜日、「２００７鳥海新緑まつり」を計画して

ございます。今、準備を頑張っておりますが、大勢のみなさんがご参加くださ

るよう誘っていただければありがたいと思います。」

振興課 「費用弁償プール分の精算につきまして、みなさまのお手元に封筒ありまして、

佐藤主席参事 それに１７年度１８年度の皆様からお預かりしております費用弁償のプール分

という事で精算書を差し上げております。１９年度も引き続き費用弁償の分を

プールさせていただけるのか、それとも一旦精算したほうがいいのかというご

相談なんですが、精算したほうがいいとなれば、この場ですぐお渡し出来る状

態にあります。引き続きという事になれば明日また預金口座に入れればいいと

いう事なんですが、会長のほうからみなさまにお諮り願いたいと思います。」

議長 「この事については今回出席者も少ないし、６月の機会にでも相談したい。基

本的にはみなさん、精算に賛成ですか、それとも今までのようなストックして

おいて何かに使うか。」

振興課 「ご承知のように１７年度につきましては酒田市の八幡方面、１８年度につき

佐藤主席参事 ましては金山町。いずれも環鳥海という視点であちこち回って歩いたんですが、

その費用に充てておりました。また今年度も似たような事を最終的に計画させ

ていただけるのかなと思いますけれども、出席率の関係で極端に少ない方と多

い方がいるものですから、この辺で一度精算したほうがいいのかなとも考えま

した。みなさんのご意見を伺いながら処理したいと思いますので、よろしくお



願いします。」

議長 「なんだか、参加すると額が少なくなる。今回結論出さなくてもいいでしょう。

私ども町内会の機会に、合併してからなかなか街灯が付かなくなった、電気料

は出してもらってありがたいんだけれども、切れたから頼むというと前は地元

にいたからすぐ付いたが、今はなかなか付かなくて困ったなという。まぁ、防

犯灯の街路灯なものだから、通学路とか。」

佐藤建設課長 「街路灯の部分についてですけれども、年間予定している修繕で予算を計上さ

せていただいてます。異常で壊れるという件が多くなっております。そういっ

た関係でどうしても足りなくて修繕が追いつかなくてという事もありまして、

昨年は足りない部分につきましては緊急を要する修繕という形で約１２０万ほ

ど修繕でしている経緯があります。新年度につきましても、要望がありました

順にやっておりますので、要求があれば早急に予算の範囲内で対応したいと思

います。」

議長 「外にご質問はございませんか。それでは、以上で本日の会議を閉じます。議

事の進行にご協力を賜り、ありがとうございました。」

村上振興課長 「佐藤鳥海地域自治区長より、総括のごあいさつを申し上げます。」

佐藤区長 「みなさん、日中のお仕事でお疲れのところ長時間にわたりありがとうござい

ます。私の任期も６月いっぱいで終わる訳ですが、区長制もこれで廃止すると

いう事になります。それで市民の声を市政に反映させるには地域協議会が最も

重要でありますし、あとは年２回行われております行政協力員会議、そういう

ところで意見を反映させるという非常に重要な会だと思います。そういう事か

ら委員のみなさんには出来るだけ出席していただいて数限りのある会議であり

ますので、そういうところで日頃感じている事、周りの意見等出していただい

て、そして反映させていただきたいなと思っております。そういう点では特に

会長さん、佐々木理事さんにご意見をぜひとも市政の中で届けるようにこの後

お願いをいたしたいと思います。今日は本当にありがとうございました。この

後もよろしくお願い申し上げて閉会のあいさつとさせていただきたいと思いま

す。ご苦労さまでした。」

（閉会）

議長 「閉会になりましたけれども、みなさまには夜分にご苦労かけて申し訳ありま

せんけれども、委員同士で誘い合ってぜひこの会に参加できるようにお願いし

ます。それから６月いっぱいで区長制が廃止になるという事で、この協議会も

違った立場で考えて。特に１８年度に大きな問題となりました鳥海総合ミュー

ジアムの件につきましては、先ほど佐々木理事さんから申し上げましたように

非常に重大な課題でありますので、この事につきましても佐々木理事さんには

大いに頑張っていただきたいと、更には植村総合支所長さんにもこの事につい

て一つよろしくお願い申し上げたいと思います。私、日頃感じているのは、合

併協議会に参加しておりまして、合併後３年目を迎えております。合併前の約

束が合併後どうなったのかなという、この検証につきましても、この地域協議

会でも考えていかなければと思います。市からその担当の方々から来ていただ

いて検証するという事もこの地域協議会の課題ではないかなと思います。次回

については、その辺のところもみなさんからご意見いただきたいと思います。

閉会後の私のお願いであります。」



村上振興課長 「長時間に亘り、大変ご苦労さまでした。第２回地域協議会は、６月下旬に予

定させていただきます。委員の皆様には繰り合わせの上ご出席いただきますよ

う、よろしくご理解とご協力をお願いします。

これをもちまして、第１回鳥海地域協議会を閉じます。」

（閉会 午後８時）


